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革
命
的
変
革
の
ニ
ト
ー
匪
紀
へ

向
け
て
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

牡
京
同
窓
へ
九
九
長
渡
辺
肖
一

　
い
土
、
私
ど
も
は
、
西
暦
．
．
千
年
と
い
う

、
－
－
ｊ
‘
一
一
ｊ
‘
’

や
川
－
び
刹
―
’
Ｉ
ｔ
ま
ｊ

ｌ
べ
出
紀
に
始
ま
っ
た
産
褒
革
命
が
エ
褒

ｎ
勁
を
遣
り
、
人
々
の
生
活
様
式
や
価
値

政
を
、
変
さ
せ
た
よ
う
に
で
ト
．
叫
紀
の

引
へ
・
・
は
、
梢
報
技
術
（

1 1
）
や
命
に
よ
り

私
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
し

ま
う
と
い
わ
れ
ま
す
．

時
間
や
ら
‐
間
の
制
約
が
ど
ん
ど
ん
小
さ

く
な
へ
鵬
く
川
所
、
購
入
先
や
販
売
先
な

ど
ソ
ー
ヅ
・
ハ
ル
に
・
目
出
に
選
択
で
き
る
粁

宍
か
ド
想
さ
れ
る
か
ら
で
す
．

　
出
界
い
左
端
を
’
伺
く
米
川
の
高
成
長

ｊ
　
リ
ぃ
よ
１
門
別
巾
一
ぶ
旧
ｊ
’
一
よ
ノ
≒
ま

５
　
．
～
ｌ
ａ

ｊ
Ｚ
Ｌ
Ｚ
Ｘ
‐
２
Ｚ
‾
‘
～
Ｉ
Ｕ
‐
ｉ
‾
．
ａ
、

レ
９
Ｔ
乍
・
‘
目
‐
ヽ
し
と
し
孔
八
ぇ
勺
、
．
ト
雨
脚
ぺ
よ
、
怜

１
　
¥
１
１
４

‘
‐

７
１

‾
|
’
ｓ
９
‘
ｗ
‐
１
‐
‐
．
‐
＆
９
～
‐
ｉ
７
‐

ミ
リ
リ
ー
バ
∵
し
仙
か
．
言
よ
ま
Ｌ
た

　
　
　
ー

札

１ ‐
ペ
ミ
、
‐
‐
ド
ー
、
出
目
氷
べ
、
目
に
即
応

号

｜ ・

－
‘
‐
山
‥
１
口
才
―
巨
７
４
ｕ
ｊ
１
千

に

－
ト
レ
ー
し

ヤ
ね
は
な

「

仁
』
’
こ
．
・
申
州
べ
け
肢
．
巾
カ
気
縦
に
・
．
‥
１
１
１

几

Ｉ
Ｉ

楯

叫

旧
兄
ｙ
円
｀

　
　
－
Ｉ
し
ｊ
ｒ
．
　
｀
－
’
一
ゝ
－

－
ド
ざ
Ｉ
ｑ
’
川
に
・
’
大
汗
‐
」
≒

　
、
‘
・
目
、
ｔ
　
ｌ
＆
=
９

挑
戦
こ
そ
若
さ
だ

同
窓
勁
勁
艮
坏
ト
．
推
服

　
ト
ム
る
．
ｈ
月
、
ト
Ｌ
目
の
総
公
で
、
第
ト

ハ
代
会
長
に
指
名
を
さ
れ
ま
し
た
．

創
立
．
白
ニ
ト
周
年
の
記
念
の
年
に
選

任
さ
れ
、
そ
の
責
任
の
収
さ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
．

　
仏
は
昭
和
一
．
十
一
年
四
月
、
旧
制
中
学

最
後
の
学
生
と
し
て
入
学
、
昭
和
一
．
十
七

缶
‐
．
．
．
目
、
・
や
・
業
で
す
．

中
学
、
高
校
の
穴
年
間
を
見
咲
の
学
術
に

通
学
し
ま
し
た
．

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
と
教
育
改
革
の
名

の
も
と
に
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
教
育

絹
度
の
中
を
最
悪
の
司
境
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
幾
つ
か
の
楽
し
い
思
い
で
の
あ

る
学
生
生
活
で
し
た
．

　
学
校
閲
格
差
是
．
‐
に
の
錦
の
御
旗
は
、
小

マ
ド
紆
へ
‥
選
抜
絹
度
と
な
り
、
甲
府
．
高

ツ
ふ
し
が
始
ま
り
、
残
念
で
す
が
、
現
此
も

読
い
て
お
り
土
ｊ

そ
内
申
、
中
・
‥
閃
…
目
、
教
育
の
ｙ
明
煙
入
と

い
≒
問
い
一
七
出
で
永
ま
し
た

’
目
　
－
勺
の
轍
の
ト
に
、
同
窓
ご
と
し
て

Ｈ
乙
出
ｊ
’
‐
る
か
よ
考
回
る
　
ー
山
田

に
’
Ａ
ブ
犬
宋
敢
に
壬
ｙ
レ
ン
シ
し
七
つ
七

川
レ
Ｅ
Ｌ

創
立
肖
一
．
ト
周
年
を
迎
え
て

校
長
叫
石
順

　
今
年
は
本
校
訓
奈
白
．
．
十
周
年
の
年

に
あ
た
り
、
Ｌ
一
月
一
一
Ｌ
－
日
に
は
記
念
式
典

を
挙
行
い
た
し
ま
す
．

記
念
音
楽
会
や
甲
．
美
術
展
、
記
念
詰

発
行
、
百
周
年
記
念
館
整
備
等
の
加
薬

の
準
備
を
苫
‥
々
と
進
め
て
お
り
、
同
窓
会

の
皆
様
に
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
ト
げ
ま
す
．

　
明
治
か
ら
百
．
．
ト
年
間
、
本
校
の
歴
史

の
道
の
り
は
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
な

が
ら
、
新
し
い
教
育
制
度
と
整
わ
ぬ
教
育

条
件
を
克
服
し
な
が
ら
険
し
い
も
の
で
あ

り
ま
し
た
．
こ
う
し
た
中
で
、
高
遠
な
理
想

を
揚
げ
、
暇
肖
生
徒
は
様
々
な
困
難
や
葛

藤
を
粟
り
越
え
な
が
ら
甲
府
中
学
・
甲
府

　
・
‥
四
の
近
代
教
育
の
確
に
り
と
に
続
・
校
風

の
強
迫
に
情
熱
を
ー
い
で
ま
い
り
ま
し
か

　
仏
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
以
ト
に
次
代
を

担
ぅ
本
校
１
健
か
え
化
国
家
を
胴
造
し

心
曹
か
な
人
間
に
・
首
つ
Ｌ
ぅ
努
勾
し
て
ま

い
り
ま
す
ぺ
／
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

二
に
万
全
お
願
い
中
し
Ｉ
げ
ま
す
と
と

も
に
、
火
‐
星
同
七
万
ｙ
Ｅ
す
玉
丿
内
こ
発
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新
感
覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

．
紅
公
公
長
　
ｈ
ト
嵐
節
ｆ

　
和
の
精
神
、
に
否
定
的
な
方
が
い
る
。

こ
の
方
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
一

を
提
唱
す
る
と
聞
け
ば
、
ん
？
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
提
唱
者
は
木
村
尚
二

郎
氏
（
歴
史
学
者
）
で
、
氏
に
よ
れ
ば
、
和

と
は
従
来
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
内
だ
け

の
も
の
、
大
勢
の
人
が
多
様
な
形
で
出
あ

う
現
代
に
は
新
し
い
付
合
い
感
覚
が
必
要

だ
と
い
う
。
大
切
な
の
は
異
質
な
も
の
広

範
囲
な
も
の
と
協
・
調
す
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
　
ー

な
交
流
で
、
そ
こ
か
ら
次
代
を
開
く
知
恵

が
生
ま
れ
る
と
い
う
発
想
だ
。

　
。
一
日
え
て
る
、
と
私
が
思
う
の
は
、
状
況

が
東
京
同
窓
会
の
場
合
と
似
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
か
。
ル
ー
ツ
は
同
じ
だ
け
れ
ど
年

代
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
多
極
多
様
な
大

勢
の
築
ま
り
。
明
日
を
間
く
知
恵
や
閃
き

が
、
あ
の
字
間
に
飛
び
か
う
と
し
た
ら
・
…

　
知
ら
な
い
間
柄
で
一
顔
じ
ゃ
な
い
よ
心

だ
よ
’
で
は
始
ま
ら
な
い
と
本
伺
氏
は
に

う
折
角
の
集
い
の
現
に
あ
っ
て
仏
た
ち

は
、
ま
ず
ぶ
も
が
隔
て
な
く
、
い
い
顔
い
い

感
じ
を
Ｈ
九
ぜ
あ
う
こ
と
で
、
よ
り
広
い
目
ハ

感
を
竹
て
て
い
き
た
い

　
巾
・
バ
同
宍
久
一
万
所
収
サ
げ
』
の
交
流
‐
乳
化

Ｉ
Ｊ

凹
・
－
Ｊ
゛
・
・



母校だより
私た炉目ん教職出まこんな風に頑張･｡て生きていま-1’

国
際
交
流
に
つ
い
て

　
　
　
　
竹
詰
伺
に
任

一
．
間
悳
で

ｔ
成
Ｈ
年
度
海
外
糾
明
体
験
留
学
は
、
妬

心
…
伺
Ｉ
年
生
か
へ
Ｌ
□
参
加
、
カ
ナ
ダ
（
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
）
で
１
０
日
間
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
ド
ハ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
巾
内

の
ぷ
マ
マ
校
で
、
生
の
英
語
に
ふ
れ
、
語

学
学
習
へ
の
史
な
る
意
欲
を
か
き
か
て
ら

れ
ま
し
た
　
公
守
の
ト
マ
ス
・
マ
ク
イ
ナ
ス
高

３
学
校
を
訪
問
、
同
年
代
の
高
校
生
だ
ち

と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
。

ｆ
一
の
１
目
胚
。
目
か
ら
貿
目
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
。

ア
イ
オ
ワ
州
の
フ
ー
バ
ー
高
校
か
ら
、
生
ぼ

1
6
名
、
教
員
３
私
が
来
校
、
本
校
生
徒
、

教
職
い
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

授
業
に
参
加
し
、
知
事
表
敬
訪
問
、
市
内

見
学
、
長
野
県
へ
の
１
日
日
ｔ
学
旅
行
な
ど

の
行
事
を
体
験
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
１
健
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
本
校
と
フ
ー
バ
ー
高
校
は
こ
の
た

び
1
1 ｡
式
に
姉
妹
校
締
結
を
斤
い
、
歓
迎
式

典
に
お
い
て
両
校
の
締
結
史
書
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
部
活
動
の
近
況

　
　
　
　
生
徒
会
係
れ
任
一
．
加
減

本
校
の
今
年
度
部
在
籍
率
は
、
（
生
徒
会
本

部
い
除
く
）
文
化
勁
（
男
2
4
％
・
女
１
９
％
）
、

体
育
局
（
男
6
6
％
・
な
4
7
％
）
と
な
り
、
重

複
客
‥
を
含
ん
で
い
る
と
は
。
一
一
両
え
、
・
設
置
部

数
（
文
化
同
郷
・
体
育
局
2
7
）
の
多
さ
と
合

わ
せ
、
県
ド
で
も
有
数
の
部
活
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
。
高
の
部
活
動
の
全
体
的
な
特

徴
は
統
制
の
収
れ
た
白
ド
的
な
練
習
が
出

来
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
ず
、

昨
．
Ｑ
の
、
ヤ
国
高
校
選
ｒ
皆
県
人
会
で
、

目
川
、
峡
北
を
破
り
、
強
豪
市
川
に
２
点

差
で
惜
敗
し
て
、
占
豪
復
活
を
印
象
付
け

た
野
球
部
で
す
　
叉
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
、
総
体
で
は
３
位
を
勝
ち
取
り
、
久
々

の
関
東
人
分
出
現
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
　
剣
道
部
ダ
東
道
部
、
空
卜
部
、
Ｏ

退
部
と
１
１
。
た
目
氷
的
な
も
の
と
硬
式
・

軟
式
テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ー
・
リ
ー
と
旨
っ
た

曲
‥
洋
的
な
も
の
と
が
程
よ
く
混
在
し
て
成

宋
を
Ｉ
に
げ
て
い
ま
す
地
昧
な
が
ら
陸
－

や
水
泳
、
巾
球
、
山
以
な
と
の
活
勅
も
光
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
も
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
獲
得
し
、
西
関
東

吹
か
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
た
応
援
団

吹
奏
楽
部
。
書
道
部
・
放
送
部
・
演
劇
部
・
写

真
部
・
化
学
部
等
も
今
年
は
大
い
に
明
防
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
書
道
部
は
８
月
の
静

岡
県
で
の
で
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
へ

の
出
場
が
約
束
さ
れ
て
い
て
日
々
精
進
し
て

い
ま
す
で
史
に
、
今
年
も
高
校
選
手
権
団
休

戦
塵
優
勝
の
将
棋
部
。
そ
し
て
馥
郁
と
し

た
文
化
の
香
り
を
放
ち
続
け
る
美
術
ふ
目

梨
・
沢
道
・
筝
曲
・
茶
道
・
新
聞
・
文
学
部
等
、

伝
統
椚
の
強
い
部
の
存
在
も
忘
れ
る
訳
に

は
行
き
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
生
徒
会
本
部

と
直
属
の
応
援
団
吹
奏
楽
部
・
応
援
団
の

活
躍
ほ
ど
。
高
の
生
徒
会
活
動
を
象
徴
す

る
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。
本
部
役
員
の

自
生
性
と
吹
奏
楽
部
・
応
援
団
の
統
制
の

毘
噺
さ
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
、

強
行
遠
足

　
　
体
育
振
興
係
主
任
藤
巻
敬
．
・
Ｌ

強
斤
遠
足
に
参
如
し
た
い
と
い
う
理
由
で

一
高
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
毎
年
か
な

り
お
り
ま
す
、
昨
年
十
月
ａ
目
六
日
に
実

施
し
た
強
行
遠
足
へ
の
生
徒
の
参
加
率
は
、

ｍ
乃
ｆ
九
―
八
・
ヒ
％
か
つ
ー
足
ト
五
・
九
％
で

し
た
、
こ
れ
は
過
去
‥
．
取
高
の
参
加
率
で
す
、

刺
刀
Ｌ
は

’
‥
に
’
ｍ
、
久
’
ｊ
は
四
し
仙
完
を

　
ｌ
　
　
　
　
ｌ

目
指
し
、
ひ
た
す
・
り
歩
く
だ
け
の
強
’
汪
埋

足
の
ど
こ
に
生
隨
た
ち
を
・
’
」
ん
な
に
も
引

き
げ
け
る
わ
が
あ
る
の
で
し
Ｌ
う
か
　
本

年
も
剖
‐
リ
’
円
．
－
周
年
午
迎
え
る
に
Ｉ
川
の

目
・
叫
目
じ
万
抱
さ
れ
ま
す
伺
り
函
回

を
通
じ
て
交
流
し
て
い
る
北
海
道
北
見
北

斗
高
校
の
四
名
も
参
㈲
す
る
や
定
で
す
。

ｉ１- ．～

,lj－－

‐ ‐
五
び

篆J72で
進
路
状
況

　
　
　
進
路
指
導
主
事
　
福
岡
哲
司

今
春
の
卒
業
生
の
進
路
も
確
定
し
ま
し
た
。

四
年
制
大
学
。
白
六
ト
六
名
、
知
人
五
十
一
名
、
２

専
修
各
種
学
校
四
乍
一
名
、
就
職
八
名
ジ
ド

備
校
四
ト
二
名
。
四
年
制
大
学
の
内
訳
は

国
公
立
大
丘
お
一
一
、
名
、
他
が
私
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
殊
に
ハ
７
年
は
東
北
・
東
京
外
語
・

。
橋
・
新
潟
の
各
三
名
、
京
都
・
東
京
学

芸
・
横
浜
国
人
が
各
二
名
、
の
合
格
者
を

出
す
な
ど
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
多
様
さ
で
大

き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
本
年
存
、
セ
ン

タ
ー
試
験
に
お
い
て
、
ま
た
、
そ
の
後
の

四
年
制
人
（
殊
に
国
公
立
人
）
で
県
ト
酋

通
高
佼
が
軒
並
み
点
数
・
合
格
片
の
割
八
日

を
ド
げ
た
な
か
で
本
校
の
反
問
ぶ
り
が
際

」
貳
ち
、
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

様
々
な
制
度
収
や
・
学
校
収
蔵
‐
の
な
か
で
、

回
き
巴
〕
Ξ
ｃ
え
ー
目
に
祈
・
り
た
一
の
精
神

を
仙
に
、
本
校
の
指
導
ザ
針
が
功
今
が
し

‥
剤
め
た
と
考
え
て
い
る
し
こ
Ｉ
ろ
で
Ｌ
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強
行
遠
足
新
記
録

　
－
独
立
独
歩
の
生
活
人
・
‐
－

岩間　や占

||,い|ドドリ|

‥
い
回
丿
間
の
強
。
伺
遠
足
は
、
い
ろ
い
ろ

ご
｛
‥
‐
暉
で
口
分
の
人
生
を
沁
倣
し
て
い
る

よ
う
に
田
七
れ
れ
る
　
年
の
○
、
山
人
の

た
め
途
中
で
中
‐
Ｅ
1
1‐
、
１
諏
訪
か
ら
悩
る

レ
フ
ー
ー

／
－
／
り
り

斤
’
ｎ
紳
が
で
も
訓
．
ｊ
が
よ

く
、
牛
・
れ
…
と
も
が
ん
に
れ
そ
う
に
思
わ
れ

勺
い
、
・
Ｌ
心
力
完
で
心
痛
刀
ヒ
め
治
山
Ｊ

て
帽
ふ
　
．
ｊ
白
削
八
開
パ
目
も
さ
れ
宇
目

ｊ
門
こ

た

M
･j
瓦

4
4
1

s
'
1
'
‐
‘
;
￥
!
.
9
=

lj

る
の
だ
か
、
朝
の
松
本
駅
前
が
ス
タ
ー
ト

と
思
え
た
く
ら
い
で
、
熱
い
お
茶
を
ひ
と

目
い
た
が
い
た
優
、
先
剛
吊
ぶ
の
先
生
の

白
‥
転
弔
に
従
っ
て
、
走
り
出
し
た
の
で
あ

る
。
よ
く
準
備
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

自
己
の
力
を
投
入
し
て
自
に
発
見
を
さ
せ

て
く
れ
る
…
岬
人
生
の
途
ト
で
、
し
ば
し

ば
桐
析
し
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
時
に
、

踏
み
と
ど
ま
ら
せ
て
く
れ
た
も
の
‐
1
こ
一

ま
で
歩
き
続
け
て
末
た
の
だ
か
ら
二
も
う
少

し
生
け
る
だ
け
は
・
・
・
　
と
い
う
人
生

の
。
ト
行
練
習
を
さ
せ
て
く
れ
だ
強
行
遠
足

で
も
あ
る

こ
局
時
代
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

今
も
支
え
に

楽甲

l.1.1 1:
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1
7
1
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1
1
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ご
Ｉ
ヤ
。
た
　
已
ご
目
目
削

一
年
間
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
高
卒

業
後
、
東
京
の
大
学
で
英
語
を
専
攻
し
Ｎ

Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
の
英
語
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

な
り
3
0
年
目
を
迎
え
た
。
こ
の
間
も
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
は
衰
え
る
事
無
く
、
あ
る
時

突
然
、
歯
科
医
に
成
ろ
う
と
思
い
立
ち
、

画
材
Ｌ
八
に
入
学
金
ま
で
納
め
た
が
経
済
、

周
囲
の
反
対
、
歯
科
医
の
将
来
性
を
考
え

断
念
し
た
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
常
に
何
か
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
は
実
に
ニ
局
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
実
感
す
る
。
そ
し
て
ま
た
油
気

を
何
年
か
朗
に
迎
え
た
今
、
ま
た
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
近

い
将
右
、
大
学
の
僥
語
教
育
の
分
野
で
自

ｄ
を
試
し
て
み
た
い
と
計
画
を
進
め
て
い

る
Ｉ
必
ず
し
も
楽
し
く
な
か
っ
た
Ｉ
　
高

時
代
が
今
は
懐
か
し
く
感
謝
す
・
り
し
て
い

ｙ
？
一
の
頃
で
あ
る
。

福
祉
援
助
＆
と
し
て

円
か

削
除

いゝ

ち今

11!
－
７
．
佳

江
に

I｀rl

[|]木jlli抒

愚
－

　
ｘ
Ｉ

．
Ｊ
－

・
．
ら

［

|目J
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Ｔ
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』 |

っ
た
日
本
が
今
日
の
超
高
齢
社
会
を
予
測

し
て
い
ま
し
た
。
著
者
が
老
年
学
（
ジ
ェ
ン
ト

ロ
ジ
士
を
語
り
、
2
0
代
た
っ
た
私
咤
老
い

そ
の
も
の
よ
ｈ
乙
老
い
て
い
く
こ
と
’
に
関

心
を
も
っ
た
も
の
で
し
た
。
学
ぶ
機
会
か
あ

り
、
福
祉
と
関
わ
っ
て
み
ま
し
た
。
１
１
午
前

に
国
家
資
格
制
度
が
施
行
さ
れ
た
の
を

機
に
、
社
会
福
祉
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

後
に
は
ひ
け
ず
？
福
祉
の
専
門
家
と
し

て
責
任
を
負
う
と
仕
ハ
に
、
沢
山
の
方
々
に

お
会
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
な
ど
と
は
ほ
ど
遠
く
、
払
の
場

合
周
り
か
ら
次
々
に
「
課
題
」
を
り
え
ら
れ

て
き
た
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
日
常
の

小
さ
な
喜
び
や
安
心
を
分
か
ち
あ
え
る
こ

と
を
最
七
の
幸
せ
と
う
け
と
め
て
、
困
難

な
活
動
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
、

若
き
日
の
石
橋
湛
由
の

チ
ャ
レ
ン
ジ

IS!･･I｡I』:||.|'.|.i｢･il.･｣|-｣i･
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仙
橋
沢
山
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生
涯
は
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け
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八
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こ
・
亘
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μ
ぐ
こ
、
’
こ
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、
‐
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ｊ
―
Ｊ
ｊ
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シ
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出
回
叫
一
二
Ｊ
．
中
学
校
を
明
治
．
．
ト
五
年

ｉ
ｌ
ｌ
　
Ｊ
＝
＆
Ｆ
Ｉ
ｒ
４
＆
し
て
、
そ
の
ハ
、

Ｌ
目
‥
�
－
・
凪
、
第
三
‥
四
万
学
校
を
受
験
す

号
言
ヒ
Ｌ
だ
　
も
と
も
と
与
の
ｆ
弟
で

あ
る
か
ら
よ
教
家
に
な
る
の
は
宿
命
と
考

え
て
い
た
が
、
甲
な
る
僧
侶
に
な
る
に
は

翁
い
に
バ
ン
ヒ
シ
ヤ
ス
で
あ
っ
た
、
医
術

片
７
≒
？
こ
‥
肉
体
を
叔
い
、
宗
教
を
も
っ

て
袖
卵
白
以
』
っ
道
を
選
ぼ
う
と
考
え
た
の

ｙ
ｔ

／
Ｘ

ｊＣ｜｜･Sil

こ
　
出
し
高
吟
学
校
の
入
試
は
石
橋

－
よ
い
休
八
的
に
馴
染
む
も
の
で
な

牡
勺
ヽ
礼
試
勉
強
も
サ
ず
兆
ｊ
に
こ

　
　
　
万
’
に
大
敗
し
た
．
そ
れ
で
も

；
－
レ
ヅ
だ
に
胤
ん
た
ら
帽
当
の

　
　
　
・
こ
’
だ
ろ
う
一
と
後
目
「
湛

ツ
　
玉
に
士
い
る
匝
し
本
当
に

　
　
　
乙
…
…
陽
に
‥
誼
界
や
政
界

－
　
‐
‘
い
胆
訳
出
に
出
な
か
っ
た
と

－
～
　
明
治
国
－
国
力
‐
（
．
允
．

　
－
・
に
、
ご
甫
帳
川
に
に
人
件
、
同

－
　
申
出
1
.
1
心
論
　
混
の
編
集
を
担

　
　
ｙ
リ
で
洒
伺
山
川
ぱ
経
済
を
吋

－
　
川
－
目
で
じ
ふ
Ｊ
り
、
当
限
ぱ
人

口
ら
、
し
‘
。
こ
。

Ｆ
Ｉ
　
Ｉ
』

　
刈
、
ｊ
り
ー

‘
‘
｀
≒
払
。

| 1 1 1 1 「
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紆
ペ
リ
∵
を
勉

Ｆ
い
吃
八
Å
『

－
二
心
』
、
‐
ゲ
マ

　
尨
コ
い
奉

‐
あ
勺
‥
ヤ
ン
ー
れ

－
１
－Ｊ
Ｉ

L'J

|:,?

氏
゛ ‾ Ｆ

い
Ｉ
Ｆ
出
、

.

」

闘
’
ｒ
‘
．
｀
一
心
Ｉ
ゝ

／ ｊ

卒
‐
孔
．

け
止
め
、
レ
。
セ
・
フ
ェ
ー
ル
型
資
本
主
義
を

修
。
‐
Ｌ
し
、
一
新
自
由
主
義
」
を
主
張
し
た

と
許
し
た
で
止
に
新
進
気
鋭
時
代
の
経
済

孚
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。

「
泥
沼
の
科
学
」

ご付L

詐こ

　糾

斎藤芳男

昭剰１４５年摩

入
学
２
年
の
進
学
振
り
分
け
時
に
、
本
郷

か
ら
学
科
す
任
の
先
生
が
説
明
に
来
た
。

そ
の
時
初
め
て
、
一
良
空
言
が
応
用
物
理

学
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
、
以
来
、
入
学

院
か
ら
今
に
ヤ
る
ま
で
収
ハ
空
隙
で
あ
る
。

素
描
。
Ｊ
や
小
力
波
な
ど
の
物
理
学
実
験
用

の
口
入
装
置
開
発
と
い
う
、
ハ
タ
か
ら
見

れ
は
吊
先
端
祠
学
へ
の
チ
ヤ
レ
ン
ジ
に
日
九

え
る
げ
巾
を
し
て
い
る
、
け
れ
ど
も
そ
の

開
発
の
た
め
に
は
ご
占
く
て
新
し
い
問
題
」

あ
る
い
は
「
泥
沼
の
祠
堂
’
と
呼
ば
れ
て
い

る
放
市
や
摩
擦
な
ど
、
今
で
も
解
明
し
切

れ
て
い
ご
い
臼
空
中
で
起
き
る
．
ｒ
測
不
能

の
イ
ヤ
な
現
染
に
0
.
き
八
目
う
こ
と
が
必
要

で
、
我
が
身
代
で
の
成
果
を
闘
詩
し
て

こ
い
け
な
い
代
物
に
チ
ｔ
レ
ン
ジ
す
る
ハ
メ

に
八
・
ノ
ー
乙
る
が
、
／
目
り
以
ト
凶
一
利

ご
川
る
・
’
」
レ
’
か
円
・
戦
い
趣
昧
で
あ
り
翔

的
勺
冷
心
白
刈
呆
だ
っ
た
頃
か
ら
の
命
題

丿
ｌ
一

Ｂ
バ
ー
沁
脳
奈
化
し
て
し
ま
っ
た
現
代

ま
し
Ｅ
九
り
え
ら
れ
て
Ｉ
ヽ
る
ｆ
一
ど
は
　
・
叱

　
　
　
‐

l
~
s
l
i
a
l

ｊ
－
－

｜

白
八
一
一
か
・
選
言
だ
已

１
．
１
．
１
１
．
１
Ｊ
‘
∵
¶
に
Ａ
ソ
ｙ
‐
こ
戸
引
か
Ｊ

|

ﾚ

|

Ｌ

お
城
の
頃
の
思
い
出

～
Ｉ
ト
匪
紀
・
時
代
の
奔
流
に
身
を
お
い
て
～赤沢誠

大正151r章一

思
え
ば
七
ト
七
年
前
の
関
東
大
震
災
が
な

け
れ
ば
甲
府
中
学
校
と
の
縁
も
生
ま
れ
な

か
っ
た
．
大
正
十
一
一
年
九
月
．
日
ご
．
学

期
が
始
ま
る
頃
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
大
地

震
が
未
曾
有
の
大
火
災
を
伴
っ
て
東
京
の

ド
町
を
な
め
つ
く
し
た
．
そ
の
時
の
阿
鼻

叫
喚
は
未
だ
に
私
の
記
憶
を
去
ら
な
い
．

当
時
、
．
家
が
著
ら
し
て
い
た
日
本
橋
亀

島
町
の
哨
犀
は
勿
論
、
通
学
し
て
い
た
神

田
淡
路
町
の
東
京
開
成
中
学
校
の
校
舎
も

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
．
小
学
、
二
年
に
し

て
父
を
失
い
、
四
人
の
Ｔ
を
残
さ
れ
た
母

が
梢
．
杯
、
無
理
を
し
て
就
学
さ
せ
て
く

れ
た
生
活
設
計
も
崩
れ
去
り
、
通
学
ど
こ

ろ
か
、
取
り
あ
え
ず
口
過
ぎ
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
．
日
な
ら
ず
し
て
郷
甲
の

本
家
筋
か
ら
目
九
舞
い
が
て
ら
の
情
報
で
県

の
震
災
対
策
非
常
措
置
と
し
て
避
難
生
徒

の
無
条
件
受
入
れ
が
あ
る
か
ら
甲
府
へ
来

い
と
誘
わ
れ
て
、
甲
身
、
父
削
の
地
を
踏
む
．

当
ｎ
の
甲
中
は
厳
選
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
集

団
だ
っ
た
が
、
．
力
謳
紀
が
乱
れ
、
人
試
問

題
ろ
う
え
い
小
作
や
、
仏
の
同
級
生
が
犯

し
た
乍
ご
副
拉
人
巾
川
な
と
で
、
か
な
り

統
Ｗ
し
．
に
い
た
　
校
長
乙
史
迭
さ
れ
吋
体

力
中
に
長
町
中
ヅ
ー
白
タ
‥
‥
校
に
ヤ
い
川
波
凹

I

･

y

ノ
ー
ノ
目
巴
｜
し
ぶ

14

。
り
ズ
Ｉ
Ｊ
人
ふ
Ｉ

　
　
　
　
１

と
無
心
な
率
先
垂
範
に
よ
り
日
な
ら
ず
し

て
平
穏
に
戻
る
．
五
年
生
に
内
田
常
雄
、

四
年
生
に
有
泉
亨
と
い
う
後
輩
、
政
界
学

公
に
名
を
な
す
優
駿
も
居
た
．
同
級
生
で

特
筆
し
た
い
の
は
志
村
彦
七
が
大
正
＋
コ
．

年
魅
の
全
国
中
学
校
庭
球
大
会
で
準
優
勝

し
て
母
校
の
名
誉
回
復
に
貢
献
し
た
．

太
鼓
橋
を
渡
っ
て
黒
門
を
く
ぐ
る
と
古
び

た
木
造
校
舎
の
前
に
．
．
．
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
あ
っ
た
が
之
も
校
長
の
理
解
で
整
備
さ

れ
庭
球
部
の
全
盛
を
謳
歌
し
た
．
続
く
寄

宿
舎
を
回
っ
て
中
央
線
鉄
路
に
近
く
汽
笛

し
げ
き
運
動
場
あ
り
、
大
正
十
四
年
四
月

公
布
さ
れ
た
一
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
置

令
」
に
よ
り
甲
府
聯
隊
現
役
平
山
大
尉
の

軍
事
教
練
が
実
施
さ
れ
た
が
、
何
し
ろ
‥
口

中
戦
争
勃
発
よ
り
十
一
．
年
も
前
の
こ
と
一

向
に
身
に
つ
か
な
か
っ
た
．
そ
の
頃
隣
地
に
　
４

水
晶
を
象
っ
た
恩
賜
林
謝
恩
坦
が
建
ｙ

さ
れ
て
占
空
に
聳
え
立
っ
た
ご
Ｔ
校
か

移
転
す
る
と
共
に
何
も
か
も
消
え
て
し

ま
っ
た
が
謝
坦
坦
の
あ
る
風
景
は
故
の

ま
ま
八
／
も
偶
々
帰
省
の
析
、
眺
め
る
白

い
塔
の
ト
に
は
仏
の
片
き
目
の
思
い
出
が

残
フ
ー
い
る
の
で
叫
の
心
の
遣
産
と
し
て

い
る
．
肌
紀
近
く
１
か
さ
れ
て
恥
の

か
き
捨
て
は
山
気
自
得
だ
が
出
紀
犬
が

こ
ん
な
に
帽
い
の
は
田
っ
た
こ
と
、
回

ｒ
／

１ １

ｔ
ｒｌ
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一
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「
我
が
快
適
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

　フリーアナウンサー

文化事業｢ｲﾃﾞｱ目.宰

高橋恭子

昭和２８年卒

昭
和
匹
年
４
日
切
の
女
子
。
明
生
と
し
て

入
学
。
副
服
は
？
体
育
は
？
ト
イ
レ
は
？

光
生
だ
と
口
々
続
け
ら
れ
た
試
行
錯
誤
が

ま
さ
に
我
々
の
規
範
を
剖
り
出
し
て
い
た
よ

う
に
思
う
俄
か
造
り
の
ス
テ
ー
ジ
を
感
動

で
拐
る
が
せ
た
片
目
仙
成
の
ピ
ア
ノ
「
白
五
帝
一

池
田
々
旁
‐
ぃ
へ
教
授
の
講
演
「
自
由
と
規
律
一

な
ど
甲
。
高
１
と
し
て
の
薫
陶
を
受
け
な
が

ら
強
’
江
尨
尾
に
切
挑
戦
。
朝
礼
時
Ｌ
級
生

の
怒
‐
�
の
よ
う
な
仏
語
の
ざ
わ
め
き
に
驚

い
た
り
、
毎
朝
校
門
を
入
る
私
た
ち
に
窓

に
銘
々
０
で
入
声
で
エ
ー
ル
を
送
っ
て
栗
る

か
１
１
ル
様
万
に
槌
か
に
心
を
と
き
め
か
し
た
り
、

々
．
Ｆ
開
り
Ｉ
の
毎
目
は
快
適
試
練
と
ス
リ
ル

に
満
ち
て
い
た

蛍
雪
財
代
」
を
抱
え
な

ん
ら
ハ
ヅ
目
｛
口
す
る
ば
か
り
の
仏
な
ど
．

白
に
ー
つ
成
り
雅
く
｝
迷
走
の
末
現
在
は
小

湊
ご
Ｉ
ぇ
叱
ぉ
ｎ
哀
を
通
し
て
心
身
健
や
か
に

‥
ヅ
1
0
化
川
ヤ
ぶ
．
１
き
よ
う
と
提
唱
続
け
て

lj

／
Ｊ

　
円
ん
‥
川
‥
戌
の
ご
り
介
護
に
思
う
。

開
山
氏
に
比
べ
我
々
が
如
何
に
多
く

一
ヅ
ド
サ
ー
一
に
肢
今
技
つ
か
そ
れ
ら
を
究

.･j』●

j klj

％
－

’
－
Ｆ

Ｉ
―

ｊ
―

‘
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－

｜

一
生
益
々
、

御
発
展
！

　
ｉ
ｙ
　
　
　
　
　
　
ｔ

吋
μ
一１

ﾂ川　幸一

　T成六吊卒

「
稽
占
は
弱
い
自
分
と
の
戦
い
だ
」
「
舞
台

は
毎
回
真
剣
勝
負
！
」
日
々
、
厳
し
い
指
樺

の
も
と
、
国
立
劇
場
に
お
い
て
、
日
本
の
伝

統
芸
能
で
あ
る
太
神
楽
（
だ
い
か
ぐ
ら
）

の
修
行
に
励
ん
で
い
ま
す
。
獅
子
舞
、
お

囃
子
、
曲
芸
（
傘
の
う
え
で
什
を
回
す
な

ど
）
と
、
多
岐
に
わ
た
る
芸
の
修
練
に
は
、

白
‥
分
の
眼
界
を
打
ち
破
る
、
強
い
精
神
力

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
予
に
は
、
直
ま
め
示

で
き
る
な
ど
、
生
傷
は
絶
え
ま
せ
ん
。
ほ

校
甲
府
一
高
に
在
学
中
、
中
国
研
修
旅
行

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
舞
踊
団
の

素
晴
ら
し
い
演
技
を
賎
て
、
中
国
交
化
の

偉
大
さ
、
ま
た
、
芸
術
は
、
国
境
、
人
挿

を
越
え
て
人
々
に
感
動
を
り
え
ら
れ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
「
人
の
た
め
に
何
か
を

し
た
い
Ｉ
と
い
う
信
念
で
、
学
生
時
代
は

生
随
会
長
、
演
劇
部
員
と
し
て
活
動
し
ま

し
た
　
み
ん
な
に
が
‥
ん
で
も
ら
い
た
い
、

生
き
る
力
、
瓦
気
を
河
ら
か
の
形
で
削
え

て
い
き
た
い
と
次
第
に
ぞ
え
る
よ
う
に
な

り
、
太
神
楽
の
修
行
を
始
め
ま
し
た
「
開

示
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
暁
は
近
い
一
を

モ
っ
ト
ー
に
、
太
神
楽
の
数
少
な
い
後
継

シ
ロ
と
し
て
、
に
続
芸
能
を
に
承
す
る
と
と

も
に
、
叫
Ｗ
各
国
と
の
え
化
交
流
を
進
め

冲
く
犬
神
楽
師
に
、
必
ず
な
っ
て
参
り
ま
す

－
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
代
－

大
島
校
長
と
甲
中
の
生
徒
た
ち

甲
・
府
。
高
総
務
ｔ
任
大
西
勉
昭
和
‘
。
ヤ
四
年
卒

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
こ
二
田
女
学
会
会
員
、
ア
メ
リ
カ
野
球

学
公
会
口
で
も
あ
る
佐
山
和
夫
氏
に
よ
っ

て
、
甲
府
中
学
出
身
の
。
二
伸
五
］
朗
が
米
国

に
お
け
る
日
本
人
最
初
の
ブ
ロ
野
球
選
胆

で
あ
っ
た
こ
と
か
話
題
の
著
潜
『
ジ
ャ
之
フ
・

ミ
カ
ド
の
謎
’
一
で
附
に
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
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第７代大島正健校長

佐
山
氏
は
同
箸
の
な
か
で
二
伸
．
作
［
朗
が
ア

メ
リ
カ
に
渡
っ
た
良
の
動
機
を
求
め
て
ほ

校
甲
府
中
学
の
後
身
甲
府
高
を
訪
ね
た

時
の
感
動
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

バ
ス
路
線
か
ら
脇
道
に
入
っ
て
、
£
門
へ

の
ま
っ
す
ぐ
な
道
を
影
い
た
．
グ
レ
ー
を

基
調
と
し
た
四
階
仕
て
の
き
れ
い
な
校
冊

だ
中
火
に
た
か
く
、
型
の
妨
を
あ
し
ら
っ

た
校
尽
か
以
え
る
校
門
を
過
ざ
て
、
中

典
玄
関
に
向
か
・
了
で
歩
き
此
ん
だ
ど
き
力

こ
と
だ
　
仏
ぱ
Ｉ
り
ち
七
く
ん
だ
　
ぃ
9
1
‐
側
カ

植
え
‥
に
」
み
の
中
に
ご
で
煩
な
’
‥
‥
冲
あ
り
、

そ
の
中
に
《
B
o
y
s
b
eA
m
b
i
t
i
o
u
s
!

）
と
あ

る
で
は
な
い
か
。
レ
リ
ー
フ
の
人
物
は
、

第
七
代
校
長
大
島
正
健
で
あ
る
。
佐
山
氏

は
、
大
島
校
長
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
た
ク

ラ
ー
ク
博
士
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
二
神

青
年
を
ア
メ
リ
カ
に
渡
ら
せ
、
前
人
未
踏

の
プ
ロ
野
球
に
向
か
わ
せ
た
、
と
い
う
。

三
冲
氏
の
渡
米
と
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
と

の
か
か
わ
り
の
真
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

氏
の
結
論
に
委
ね
る
と
し
て
、
氏
が
大
島

校
長
時
代
の
甲
府
中
学
の
空
気
（
時
代
精

神
）
に
着
目
し
た
点
は
き
わ
め
て
随
ハ
昧
深

い
。
ト
三
年
六
ヶ
月
の
大
島
校
長
が
在
任

す
る
甲
府
中
学
は
、
石
橋
湛
山
、
浅
尾
新

市
、
平
井
好
一
、
中
島
鼎
、
小
林
中
、
笠
井
政

治
、
塚
昭
二
四
一
。
、
内
藤
多
陣
、
斎
藤
潔
、

飯
田
蛇
笏
、
望
月
春
江
、
小
油
膜
五
郎
な
ど

各
界
で
新
分
野
を
明
り
拓
き
、
旺
盛
な
チ
ャ
　
５

レ
ン
ジ
精
神
で
、
新
風
を
お
こ
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
傑
出
し
た
人
材
を

生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
研
究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

十
九
殴
記
の
後
Ｔ
‐
か
ら
始
ま
っ
た
本
校
の

歴
史
が
。
。
。
つ
め
の
匝
紀
に
第
。
集
を
刻
ま

ん
と
し
断
た
な
挑
戦
を
課
叩
・
ご
す
る
い
犬

大
島
校
長
時
代
の
甲
府
中
学
か
ら
学
ぶ
も

の
は
き
わ
め
て
大
き
い
は
ず
で
あ
る

将
来
の
夢

喝皆

尺岡I」
fla

l

l

　･.!IIIIln･･

出
現
役
（
俗
に
ヒ
ン
ヒ
ン
コ
ロ
リ

ー
ー
‰
勺
め
刊
化
を
図
る
梢

卸
‥
‐
‥
仙
八
丈
回
ご
廿
た
い
甲
中
・
甲
．
高
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『
％
　
一
１
”
＆
‐
‐
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‐
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川
で
ｉ
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代
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好
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開
１
か
関
口
叩
か
で
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健
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り
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・
吋
犬
・
レ
ン
ジ
精
神
を

‥
ら
バ
そ
八
．
め
ら
．
ヒ
確
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し
て
い
る
．



仏
は
中
学
校
の
時
、
担
任
の
先
生
か
ら
。

高
に
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
あ
る
こ
と
を

聞
き
、
是
非
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
、
高
に
入
学
し
私
は
さ
っ

そ
く
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
。

初
め
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
的
を
射
る

こ
と
が
で
き
ず
苫
労
し
ま
し
た
が
、
し
だ

い
に
思
う
よ
う
に
当
た
る
こ
と
か
多
く
な

り
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

な
る
と
練
習
に
も
熱
が
入
る
よ
う
に
な

り
、
コ
ー
チ
の
占
成
先
生
の
指
導
の
も

と
け
ん
め
い
に
練
習
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
年
、
貨
国
選
抜
で
二
位
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
お
こ

な
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
は
残
念

な
が
ら
ト
　
巨
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
仏
は
さ
ら
に
練
習
を
重
ね

て
少
し
で
も
勾
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
仏
は
、
体
育
系
の
大
学
に
進

み
、
行
末
は
体
育
の
教
員
と
し
て
母
校

　
・
昌
に
か
え
り
、
後
輩
の
指
導
に
当
た

り
た
い
と
ｍ
心
っ
て
い
ま
す
『
そ
の
た
め

に
は
マ
カ
面
で
も
人
格
面
で
も
し
っ
か

０
し
か
入
間
に
な
ろ
う
と
思
い
、
現
在

は
々
験
勉
強
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

今
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
、

将
来
の
夢

長田義治

悒,府

払
は
へ
ぺ
吹
奏
楽
部
で
指
揮
を
し
て
い
ま
す

高
校
に
入
る
ま
で
・
ぃ
目
梨
経
験
の
な
か
っ
た

私
は
、
は
じ
め
楽
器
を
吹
く
の
に
も
苦
労

し
た
の
で
、
部
員
全
員
の
前
で
指
揮
を
す

る
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
困
難
が

あ
り
ま
し
た
。
六
十
名
も
の
部
員
を
引
っ

張
っ
て
い
く
こ
と
、
音
楽
性
の
な
さ
な
ど
、

も
う
す
ぐ
引
退
な
の
に
、
不
十
分
な
点
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
部
活
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
音
楽
か
好
き
だ

か
ら
。
み
ん
な
で
演
奏
す
る
の
が
楽
し
い

か
ら
で
す
。
い
く
つ
も
の
音
が
き
れ
い
に

交
じ
り
合
う
と
き
や
、
ひ
と
つ
の
曲
が
完

成
し
た
と
き
は
大
き
な
喜
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
は
七
月
の
定
期
演
奏
会

に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
聴

い
て
い
る
人
に
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
届
け

た
い
、
私
た
ち
自
身
も
感
動
す
る
響
き
を

創
り
た
い
と
い
う
一
念
で
毎
日
放
課
後
、

楽
器
を
吹
き
、
タ
ク
ト
を
振
っ
て
い
ま
す
。

私
の
夢
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
一
高
に
来
ま
し
た
。
部
活
を

引
退
し
た
後
、
受
験
勉
強
の
気
持
ち
に
し
っ

か
り
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ

て
の
眼
要
な
課
題
で
す
。

国
際
ボ
ラ
ン
子
々
。
ア
を
め
ざ
し
て内田陽子

　脂杜.ﾘlj

払
は
今
海
外
協
力
隊
に
と
て
も
興
味
を

も
っ
て
い
ま
す
。
興
味
を
も
ち
は
じ
め
た
の

は
、
中
川
へ
の
旅
行
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

中
国
に
つ
い
て
初
め
も
っ
て
い
た
神
秘
的
な

イ
メ
ー
ジ
は
ほ
ん
の
。
部
で
、
そ
の
貧
し
さ
に

は
目
を
疑
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
発
展

途
上
国
と
聞
い
て
も
、
日
本
の
よ
う
な
先

進
国
に
い
た
の
で
は
想
像
つ
き
ま
せ
ん
が

同
じ
人
間
な
の
に
こ
こ
ま
で
違
う
環
境
で

く
ら
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
と
て
も

シ
乃
ク
で
し
た
。
発
展
途
卜
国
の
子
供
達

は
、
本
当
に
幸
せ
な
の
か
と
考
え
た
と
き
、

日
本
の
よ
う
な
幸
せ
を
あ
じ
あ
わ
せ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私

は
発
展
途
上
の
国
へ
行
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
将
来
的
に
は
、
海
外
で
恵
ま
れ
な
い

子
供
達
に
私
に
で
き
る
だ
け
の
幸
せ
を
教

え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
は

多
く
の
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。
夏
休
み
に
タ
イ
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

を
植
林
す
る
オ
イ
ス
カ
の
活
動
に
参
加
し
ま

す
初
め
、
こ
の
オ
イ
ス
カ
募
集
を
見
た
と

き
、
私
が
こ
れ
か
ら
種
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
た
め
の
第
一
歩
に
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
若
い
う
ち
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
思
う
存
分
し
た
い
と
よ
く
思
い
ま

す
。
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
に
積
極
的
に
挑

戦
し
て
充
実
し
た
人
生
を
送
り
た
い
で
す
。

僕
の
夢
「
夢
」

伊東聡史

片通り年

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
胸
に
そ
の
。
酉
葉
を
抱
い

て
牛
き
て
い
ま
す
あ
る
人
は
そ
の
夢
を

追
い
半
ば
で
倒
れ
、
ま
た
あ
る
人
は
そ
の

夢
を
現
実
の
壬
ノ
に
し
て
い
ま
す
。
僕
の

一
夢
］
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
僕
の
通
う
高
校

の
校
是
に
「
ボ
ー
イ
ズ
ビ
ー
ア
ン
ピ
シ
ャ
ス
」
と

い
う
も
の
か
あ
り
ま
す
。
「
少
年
よ
大
志
を

抱
け
」
と
い
う
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
名
言
で

す
か
、
僕
は
こ
の
言
葉
を
と
て
も
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
僕
は
、
こ
の
「
大
志
」
と
言
う
も

の
に
強
い
憧
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
、
撲

は
「
大
志
」
を
見
出
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
な
に
や
ら
漠
然
と
し
た
一
将
来
こ

う
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
な
」
と
言
う
も
の
は

あ
る
の
で
す
が
、
人
に
向
か
っ
て
大
き
な
声

で
は
言
え
な
い
よ
う
な
内
容
な
の
で
す
。

昔
か
ら
僕
は
本
が
好
き
で
し
た
。
実
際
、
今

ま
で
読
ん
だ
本
は
数
え
切
れ
な
い
し
、
読

ん
だ
本
全
て
を
思
い
出
す
こ
と
は
と
て
も

無
理
で
す
。
で
も
、
そ
れ
ら
の
だ
く
さ
ん
の

本
た
ち
は
僕
を
色
々
な
冒
険
や
探
検
に
連
　
６

れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
山
、
川
、
外
国
、

異
世
界
、
異
次
元
、
宇
宙
・
・
・
・
・
・
。

な
に
よ
り
本
は
僕
に
想
像
す
る
力
、
そ

し
て
創
造
す
る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
つ
い
で
に
国
語
の
成
績
も
・
・
・
・
・
）

今
、
僕
の
夢
は
一
小
説
家
」
に
な
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
小
さ
な
子
供
に
も
大
人
に

も
夢
の
眼
界
で
胸
踊
る
冒
険
を
、
そ
し

て
笑
い
を
、
涙
を
、
僕
の
感
じ
た
感
動
を

伝
え
た
い
で
す
。
最
近
の
子
供
は
本
離

れ
が
進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
が
撲
は

本
を
読
む
楽
し
さ
を
彼
ら
に
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
今
、
示
丿
説
家
に

な
る
」
と
。
リ
っ
小
さ
な
Ｉ
‥
帚
」
と
（
感
動

を
伝
え
る
と
。
‥
う
人
に
は
ま
だ
‥
え
な

い
▽
人
－
衆
小
志
？
）
」
を
抱
い
て
・
‥
四
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。



着
々
ほ
進
む

母
校
一
周
年
記
念
事
業

●
「
卒
業
生
に
よ
る
’
日
楽
会
」

千
成
辺
年
１
０
月
2
0
日
（
金
）
1
4
時
～
1
5
時
3
0
分

於
山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル
　
入
場
無
料

｢

I I

ｊ
Ｚ
“

”
／
４

＆
ｔ
　
７
ｙ
ａ
Ｒ

　
　
　
ｐ
ｘ
り

　
　
　
『
ｉ
ｆ
Ｊ

　
宣
（
和
太
鼓
奏
者
）

限
夫
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

巾
野
忠
彦
（
バ
リ
ト
ン
歌
子
）

伴
　
ひ
ろ
み
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
子
）

余
－－ｊ

森
|･

静
子
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
Ｆ
）

洋
司
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）

●
「
甲
一
美
術
展
」

平
成
回
年
1
0
月
1
9
口
（
木
）
～
2
3
目
（
目
）

於
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
地
下
展
示
会
場

出
品
者
甲
府
中
学
・
甲
府
．
高
卒
業
生

　
　
　
　
及
び
教
職
Ｏ

　
　
　
　
人
馬
無
料

　
・
．
ｙ
目
梨
勁
・
兄
両
肘
補
正
斤
豚
４
０
０
万
円
）

●
百
周
年
記
念
館
改
修
整
備
事
業

（
館
内
照
明
設
備
、
ト
イ
レ
、
保
管
室
、
展
示

牢
、
へ
ふ
議
・
玉
、
巾
務
室
、
ロ
ビ
上
1
0
口
元
日

仙
汝
完
成
式
（
補
正
予
算
？
ｊ
０
０
万
円
）

●
奨
学
金
強
化
事
業

絢
生
沢
‥
学
生
―
大
計
八
八
入
生
抽
出
万
円

孔
弥
高
遠
・
同
窓
公
奨
学
栄

こ
側
ａ
’
ド
り
７
０
０
乃
円
）

●
記
念
誌
の
刊
行

ず
成
1
3
年
呂
目
同
行

’
目
ト
に
『
の
あ
ゆ
み
近
年
ト
年
の
記
録
等

Ａ
４
　
９
１
４
０
ａ
（
哺
削
．
ｒ
吋
１
り
り
万
口
ご

　
●
記
念
事
業
完
遂
の
た
め
に

　
　
邨
金
に
ご
臨
力
下
さ
い
。

　
ぐ
‥
屏
金
見
込
額

　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

宍
こ
努
金
納
入
済
額

　
　
　
　
り
Ｊ
Ｉ
リ
】
り
矢
力
７
９
０
３
円

　
｛
－
一
リ
ヘ
↓
振
込
完

　
　
　
　
山
梨
中
央
銀
行
北
支
店

　
ご
目
座
番
り

　
　
　
　
Γ
Ｊ
１
に
？
ｊ
４
７
－

Ｅ
’
=
ｙ
ｌ
‐
<

　
　
　
甲
府
中
学
・
甲
府
．
高
Ｇ
一
ト
周
年
一

　
　
　
乍
衷
臨
時
会
会
長
海
沼
昭
一

言
フ
リ
ガ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
≒
長
谷
言
句
二

言
仔
Ｉ
ド

6
3
　
°
ウ
フ
カ
ズ
オ
　
　
　
‐

．

Ｓ
卵
甲
府
．
ｍ
む

フ
リ
ガ
ナ
・
名
前
の
前
に
卒
宸
の
価
を
Ｉ

Ｓ
卵
・
Ｈ
３
の
よ
う
に
ご
記
入
ト
さ
い
、
一

東
京
同
窓
会
平
成
1
2
年
度
、

新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

/ゝ

長

池

辺

副

長

恩
田

ｈ
’
－

－
Ｊ
一
日

JI

1

一 一

喜
一
（
再
任
・
昭
和
1
8
年
卒
）

宗
（
新
任
・
昭
和
２
７
年
卒
）

茂
（
新
任
・
昭
和
3
0
年
享
）

‐
ぃ
Ｉ
・
洙
｛
折
り
昭
和
３
１
種
卒
｝

　
　
　
　
　
笠
井
莞
爾
（
新
任
・
昭
和
3
3
年
卒
）

　
　
　
　
　
１
.
ト
嵐
節
了
－
新
任
・
．
紅
会
・
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
卯
一
‐
卒
）

監
事
小
宮
山
優
（
．
函
‥
任
・
昭
和
2
0
年
卒
）

　
　
　
　
　
内
強
健
八
（
新
任
・
昭
和
２
７
年
卒
）

顧
問
大
森
雅
典
（
附
随
・
昭
和
1
6
年
嘔
）

　
　
　
　
　
立
川
孝
幸
（
．
内
0
2
・
昭
和
1
7
年
や
）

　
　
　
　
　
伴
野
匡
（
新
任
・
昭
和
1
9
年
卒
）

　
　
　
　
　
飯
野
宇
（
新
任
・
昭
和
丿
千
卒
）

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
想
う

社
会
は
今
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

新
聞
に
テ
レ
ビ
に
毎
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

・
ぶ
偕
か
踊
る
。
ま
た
今
年
は
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
。
ク
の
年
で
も
あ
る
。
日
本
の
水
泳

選
手
が
記
録
を
塗
り
替
え
、
柔
道
の
田
村

選
訃
が
「
金
」
へ
の
挑
戦
を
力
強
く
語
る
。

彼
ら
の
挑
戦
は
我
々
を
熱
く
さ
せ
る
。

身
近
な
生
活
の
中
に
も
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
あ
る
、
リ
ス
ト
ラ
の
た
め
に
転
職

し
、
折
し
い
職
場
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
。
定
年
退
職
後
、
は
じ
め
て

台
所
に
ぐ
っ
た
男
性
。
子
育
て
を
終
え
て
、

女
同
七
連
れ
だ
っ
て
海
外
旅
行
に
出
か
け

た
主
婦
。
な
か
に
は
い
じ
め
の
被
害
者
だ
っ

た
人
が
、
同
じ
よ
う
な
苦
し
み
を
持
つ
人

々
の
支
援
に
立
ち
上
が
っ
た
な
ど
。
よ
り

よ
い
明
日
を
信
じ
て
今
日
を
生
き
る
、
そ
の

毎
日
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
育
て
る
の

だ
ろ
う
　
私
た
ち
が
青
春
の
日
に
歌
っ
た

校
歌
の
一
節
「
ロ
に
新
た
、
ま
た
日
に
新
た
、

い
や
高
き
の
ぞ
み
を
も
ち
て
・
・
こ
を

改
め
て
よ
い
歌
詞
だ
な
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
黒
田
順
子
（
昭
和
3
7
年
今

表
紙
の
画
は
清
水
勲
氏
の
力
作

清
水
氏
は
昭
和
3
7
年
卒
。
清
水
氏
は
東

京
芸
術
大
学
油
画
材
卒
業
後
、
国
内
外
で

個
展
を
中
心
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ル
な
創
作

を
続
け
、
現
在
イ
タ
リ
ア
在
住
。
人
間
の

本
伺
を
。
追
求
し
自
由
加
放
で
大
胆
な
描

写
は
人
々
を
魅
了
す
る
、
表
紙
の
画
は

猫
達
の
姿
を
借
り
た
人
間
の
姿
で
あ
り
、

我
々
は
そ
こ
に
様
々
な
人
間
の
業
を
見

る
だ
ろ
う
近
々
帰
国
、
個
展
の
戸
定
『

「
一
紅
会
だ
よ
り
」

琴
第
３
回
新
春
講
演
会
・
懇
親
会
開
催

　
１
月
1
5
日
（
上
）
如
水
会
館
に
お
い
て
、

　
講
師
に
平
野
忠
彦
氏
（
昭
和
3
1
年
卒
）

　
を
お
迎
え
し
、
「
歌
と
お
は
な
し
」
。

　
続
い
て
ロ
リ
ポ
ス
フ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
。

琴
第
４
回
新
春
講
演
会
準
備
始
ま
る
。

　
来
春
に
向
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

　
を
立
ち
あ
げ
、
発
進
。

琴
新
役
員
き
ま
る

　
会
長
に
、
五
十
嵐
節
子
（
昭
和
2
9
年
卒
）
、

　
副
会
長
に
井
上
若
子
（
昭
和
3
0
年
卒
）

　
の
両
氏
に
決
定
。
「
。
紅
会
」
に
、
多
勢
の

　
方
の
ご
参
加
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す

編
　
一
　
集
　
一
　
後
　
一
　
記

★
編
集
方
針
は
「
楽
し
く
、
面
白
く
」

　
意
外
と
苦
痛
の
連
続
、
同
窓
生
の
ネ
。

　
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
痛
感
。

★
「
高
校
生
に
戻
っ
て
、
頭
を
柔
ら
か
く
」

　
頭
脳
は
固
い
ま
ま
在
校
生
の
登
場
で

　
お
茶
を
濁
す
。

★
売
り
物
の
「
目
玉
」
を
一
つ
作
る

　
「
わ
れ
ら
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
自
慢
の

　
目
玉
と
な
る
。

★
紙
面
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の
一
新

　
新
聞
ス
タ
イ
ル
か
ら
冊
子
ス
タ
イ
ル
ヘ
。

　
編
集
と
広
告
を
分
け
、
シ
ン
プ
ル
で
格

　
調
あ
る
誌
面
ヘ
チ
ェ
ン
ジ
。
等
々
・
…

　
ユ
ニ
ー
ク
な
編
集
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
し
た

　
が
皆
様
の
お
気
に
召
す
や
ら
。

　
鍛
接
に
、
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

　
母
校
の
大
西
先
生
、
デ
ザ
イ
ン
制
作
の

山
ト
仰
長
潭
Ｄ
に
感
謝
い
た
し
ま
す

７



原　龍二

林　久仁子

藤原　洋

古屋　千秋

保阪　三郎

堀内　誠二

薬袋　正嗣

宮城　有市郎

村田　昭彦

望月　薫

望月　武典

望月　忠夫

山下　英雄

山田　通正

山本　敦夫

和田　勝久

祝　甲府中学･甲府一高東京同窓会

雄　飛

＝

尾が

浅川

銅貨

銅貨

飯野

遠藤

大野

奥脇

小田切

落合

召和37年卒

回志

宥

勇

義久

寛

靖彦

仁

興一郎

　常雄

哲哉

久津間

|:藤　広

功刀

功刀

久保田

剣持

輿石

智允

旭

啓三

　二雄

正明

詔三

ふ
ぷ

在郷同期会

小宮山　清洋

近藤　新太郎

斉藤　達也

酒井　昌男

坂本　勝彦

笹本　忠彦

志村　栄成

新海　治夫

神宮司　征治

鈴木　部文

津田洋-郎

寺田　喜長

内藤　充久(故人)

中沢　豊

新津　直樹

野々垣　健五

８



　jl:1　
総合建設業

　KOMlyAMA

　駱2桧社ｺΞりマエ菓

　　　コミヤマエ業一級建築士事務所

　にレニΞ二二芯し

。

l:yl;;ﾌﾑ;;ﾆ:;171

　玉穂工場　干409-3813　中巨摩郡玉穂町‐町畑882　　TEL(055)273-5411

中部支店大阪支店福岡支店松本営業所仙台営業所和歌山営業所広島営業所　山口営業所新潟営業所

祝！甲府一高創立120周年

　　糾合広告代理店

　　株式会社　明文館

　　代表取締役　中村　敏雄(昭和36年卒)

　　刊01'0065東京都千代田区‾ｽﾞﾂﾞｽけｽJj

　　　　　　温言ぼ

　　電気設備工事

『1《顕弘電社

ご回昌.昌゛昌吉昌ぷ

三洋電機株式会社

　　tﾂjﾂkｸﾀｰｶﾝﾊﾟﾆｰ副社長

　　田中忠彦日s36u

　　¨な恋路こ1-1-1

　新聞関連物流の

　　エキスパート

(株)日刊スポーツロジテム

　　９門昌こ設門-2

　11o4'ooな智慧ご地7-6-1

９



立正大学文学部心理学教授

斎
（昭和３７年卒）

勇

〒350-1317　埼玉県狭山市水野689-13

　　TEL.042-958-9672(FAX兼用)

㎜

HAKUHODO

[o]

ＮＡＩ

久保田公認会計士事務所

公認会計士･税理士

久保田　博(昭和37年卒)

東京都新宿区四谷１－１８　王蘭ビル3F

TEL 03-3226-9155　FAX 03-3226-6359

鈴木明法律事務所

鈴木

横浜市中区弁天通2丁目26番地

　　　第２トーホービル３階

　　　電話(045)212-1021

回具回
　　　　　　四日市市茂福612-1

(o迄)64･3210㈹

オフィス･事業所の設備廃棄･片付け

コンピューターの撤去･処理は当社へご連絡ください

人と地球にやさしい 会社

産業廃棄物収集運搬業:中間処理業
社団法人神奈川産業廃棄物協会会員(879)

興栄商事株式会社け
〒22斗ＯＯ５７神奈川県横浜市都筑区川和町103

TEL.045-929-5525（代）FAX.045-929-5526

ｉ市か尾駅

J-/

二ヽこ

i可有司蒔iT7

JRa一編

鵬3京浜港牝ｲﾝﾀ|

小机１
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（陶芸）　能穴

　　　　　　林

･1;J。。

焼
窒

ｊゝゝ｀●

茂　松

九

〒407-0263　山梨県韮崎市穴山町4281

TEL 0551-25-5047　FAX 0551-25-5349

地球にも人にも優し

空気とともに生きる

東
Ｑ
≒

/I

く

早熟工業株式会社
･､1禎5取締役　経営統轄本部長‘

山　梨　営　業　所　長塩

氷　　桂

出切行業所

〒104-8324

〒40()-0032

精密光学機器製造(レンズ)

(有)コメイジ

古明地 勝昭

昭和３７年卒業

瀬

野

妓貴

恒司

(本校昭和37年卒業)

(本校昭和43年･卒業)

東京都中央区京橋2-5-12

甲府市中央4-8-3　313号

コヒレント･ジャパン株式会社
メディカルレーザーグループ

仲

取締役会長

山 洋

大阪支社

1-532-0003大阪市波jll区宮原4-6-IS新大阪和幸ビル３Ｆ

Ｔｅｌ：０６-６３５０-７６００【代】Fax:06-6350-7611

　　　　e-mall:hiroshしnakayamaaip.cnhr,COm

　http://www.cah自r自nl.co.jpjcmQ/cmQh白ad l.html

　　　　東京・大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌

TEL 03-5250-4112

TEL 055-225-1199

80力国･1000のﾈｯﾄﾜｰｸ
　　　　　海外総合ニュース通信社

　　　米国　ＴＩＭＥ･ＬＩＦＥ英国　ＴＨＥ ＭＩＲＲＯＲ

　　　　　　　　　　日本独占代理店

　　　　　　　日本写真エージェンシー協会会員

　　　　　　　株式会社ユニフォトプレス

　　　代表取締役社長　太田　東洋男（昭和36年卒）

　干102-0072東京都千代田区飯田橋4-7-6カクエイビル5F

　　　　　TEL 03-3264-3761　FAX 03-3239-7002

URL http://www.uniphoto.co.jp.e-mail:.libraryｏuniphoto.co.jp

■政治経済学部
　　政治経済学科/コミュニティ政策学科

■人文学部
　　欧米文化学科/日本文化学科
　　児童学科/人間福祉学科

■大学院
　　政治政策学研究科(修士課程)
　　アメリカ･ヨーロッパ文化学研究科

　　　　　　　　　　　　　昭和37年,卒　標 朗



香港より､美味しい香港を目指して、
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霖對tr11ヤ
ＬＵＮＣＨ：散茶食べ放�

口ＩＮＮＥＲ：料理と散茶食べ放●

大人３,０００円

大人４,０００円

子供１,８００円

子供２,４００円

２階の麻布迫賓槌は､ゆったりとしたスベースで個室など落ちついた

　雰囲気でみなさまをお迎えいたします。ワンランク上のお料理を、

　　　　　　ゴージャスな零|朗気の中でご･賞味ください。

　　　　　　　香港ガーデン槍式自社

〒106-0031東京都港区西麻布4-5-2 FAX:03-3486-8612
TEL:03-3486･8611　予約専用03-3486-3711

　　　　　　河　西　　力(昭和35年卒)

Z11贋ﾋﾟ3－ﾛｦﾝFI
個端呻鞠阿呟廊=i

自○漑ｉ･=ＱＲ? ａｌ回ａ□[Fi]

9=Q]細即自４匯ｺDO
●Ｓ某日､営業時間､イベント､§種情報などのお問い合わせ
二〇

ｉ
i」一jii』
uJuJLu.5a｢1｢io.[o.]p/PURDLnND

！Ｃ･７６,１９０,１００ ＳＡＮＲＩＯ ＣＯ,．ＬＴｒ】，

お待ちしています｡OB一同
しごﾉづｲ汗づ他

社会のニーズに応える先端技術者の育成

東京工科大学

1:学部情報通1,nl学科

|:学1部･|青報通1,1工学科

メディア学部．メデyア学科

教授

講師

講師

河西

飯田

河合

宏之(昭和37年卒)

清人(昭和37年卒)

美保(昭和37年,卒)

〒192-()982東京都入玉ｆ昨和I11' 1404-1 TEL 0426-37-2111

泰 学校法人J=≒柳学園

日本|:学院八王子専門学校

自動車整備科教０網野進(昭和57年一卒,)

〒192-0983東京都八五ｆ市片倉町1404-ITET.0426-3y31n

l]本|:学院専門学校

〒144-8655東京都大LU区西蒲田5-23-22 TEL 03-3732-1111

エンジニアリング

営業内容

干156-0052　東京都世田谷区経堂5-28-20

TEL.03-3706-5611　　FAX.03-3706-6766

舞台･スタジオ･テレビの照明･音響･舞台に

関するコンサルタント汲び設計･設備･施工。

上記に関する機器の保守｡機器･資材の販売。

渡辺真智子(37年卒)

１２
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香味佳良　伝統の味

株式会社

ＫＵＲ ＡＳＯＨ

本　社/〒400-0032　甲府市中央4丁目6-20 TEL 055-235-1551　FAX055-235,4523

　　　バークリーヒj1ズ甲虚11年１１月端工

株式会11でIII嵯ll丈･｀ﾌﾟ･ラＺ苧･･f一一jlイ,IQ,lt嘔務所

　,uj,11,1f･，申11『文夫淵|時制

設計管理
●分譲マンション●賃貸マンション

　●事務所ビル●テナントビル

　　　●RC住宅●教会等

３

ミ

〒i8a-aoos東京都武馥野市中町2･5･24

　　　　　　　　　　　巾池ビJし４「

ＴＦＬ：Ｃ４２２－５ｉ－１４１７

ＦＡＸ：□４２２・ＳＩ一回４３６

Ｅｍａｌｌ：ｄｇ-ｓａｋ㎞ｉ＠ｔﾛ4o,email-n徊-lp

lJRL:Mpj4ww.n･･lpjsslhdﾒda-s白kkaijnakaJiml.j

昭和３７年卒業

関東地区同窓会

７

ナ ノ カ イ

東芝メディカル株式会社

常務取締役

三井

東京支社長

英郎

　〒113-8456　東京都文京区本郷3-26-5

　　　ダイヤルイン(03)3818-2000

　　　ファクシミリ(03)3814-6170

E-mail yoshinobu2.suzuki＠toshiba.co.jp

東芝チック株式会社
ＴＯＳＨＩＢＡ ＴＥＣ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

東京支社甲府営業所

甲府市中央2-7-25　TEL 055-237-7715



手軽で便利なカードローン

鳶ｆｇＣ躊,211
メールオーダーサービスでお申込みができ､ＡＴＭでお借り入れできます、

ご利用限度額 四四

お問い合わせ　フリーダイヤル

栢�愛伺/9:00～17:○○(月～●曙日)

資料鵬求愛忖/24暗闇365日

０１２０･２０１８６２

※ただし鎖行体累日は除きます。

・・”li

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　Ｗ　　　　こ　　vy　゛'｀自･

１

，　　ｇ　忿　　

Fが　　μ;　　　１４"゛‾呂゛‘

●各種清掃（床･硝子･外壁･貯水櫓･他）

●設備管理工事（空調･消防･給排水･電気･他）

●内外装工事（クロス･タイル･塗装･他）

●マンション管理業務

●海外事業部　韓国支店（釜山）

一臣］

株式会社オネスト
干400-0051　甲府市古上条町506-3

TEL.055-243-8211(代)FAX.055-243-7511

ホームページhttp://www.kk-honest.co.jp

｜。　　　　゛●　　　Ｉ　　　Ｉ・。　　　’●　ｊ

　　　　　　　　　　　　　　ｌＦ^’‘　｀１　”Ｓ

つねに時代の最先端を疾走しつづけるＡＳ／４００ｅが、

　　いますぐe･businessの世界へお連れします。

IBM

AS/400e
１４



｜

　　　　甲斐路菓子処

　　　　　　銘　菓

　　甲州ころ柿　甲斐路めぐり

(株)竹屋あさかわ

　　　本　　店:TEL(055)235-2288(代)
　　　　　　甲府市幸町9-25(伊勢町通り)
　　　若松町店:TEL(055)233-3515
　　　　　　甲府市中央4-12-4

通商産業大臣認可

全国経営コンサルタント事業協同組合員

　　　手塚　正大郎

　　　　(昭和三十七年卒)

医療法人米山医院

　　理ｻﾞﾚ
|

ご九ノ美

〒300-1233茨城県牛久市栄町6-57-2

　　昌昌:江昌

　ミンクマジック

　　　岩本福喜

〒141-0031　替万言応諾肘

　　　TEL03-3494-2786

　シティバンク、エヌ・エイ

　　　　　　個人金融本部

　　　青沼　丈二(374)

　　　バイス　プレジデント　副本部長

〒140-8639　東京都品川区東品川2丁目3番14号
　　　　　シティコープセンター

TE.L:03'5462'5.7j8　　FAX:03-5462-5849
jojl.aonuma＠cltlcorp.com

１５
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メ

快適な甲斐の

やすらぎの館

政府登録ホテJし･日本ホテル協会･東息ホテルチェーン

古名庶出テル
干400-0032　山梨県甲府市中央一丁目７-１５

　　　ＴＥＬ ０５５(２３５)１１２２

　　　　　伴野　完(昭和23年,卒)

木を創造する／

株式会社 山 雄
代刻備役小田切　常雄（昭和37年卒）

工 場

本　　社

〒409-3813

山梨県中巨摩郡玉穂町―町畑1085

TEL(055)273-1707(代)

FAX(055)273-1105

山梨県甲府市幸町12番7号

TEL(055)227-3434

FAX(055)232-1954

１７



/1ｦﾀ鳶蚕種式盆き

株式
会社

本　社/〒400-0807

東京支店/〒］93-0835

新宿店

日本橋店

柏　店

真心と確かな技術

ｌ晶Ｙ轟ＮＯ

早　野
代表取締役社長　早　野

山梨県甲府市東光寺一丁目斗10

東京都八王子市千人町2,5,24

潔

ＩＳＯ９００１認証取得

QUALITY sYSTEMI

組

JI

－

-2187

TEL,055-235,1111リニューアル印可EL.055-232-0200

TEレ0426-6ﾌｰ8800

天ぷらの老舗
てんぷら日本料理

天
7･tl､li･;JJj｣･ml.おlalらゼ|゛さればせ一一ﾋ･.･z致Ｌまt、

〒151-0()51東京都渋谷区.1･駄ケ谷5-24-2

〒103-0027東京都中央lj.||本橋2-4-】

〒277-0842　1「堕県柏it｣･末広町3-16

　　　　　　　　　　　　　　有限会社｜

國
新宿高島屋レ割ヽランズパーク14階電詰03-5361-1875

日本橋高島厘6階竃｡占03-3281-1092

柏高島屋地ト1階電ぶ047144-HH(内2181)

/1ｦﾀｅ寂ilF

甲斐國
代表取締役剣持甲斐太郎(31年卒)

き
　　紬1剔al

嘱叫1it…………………

　　.･･--
一S44き

、

　　　　　■.･●●･. ･･

18



一一ｺ．

タ･今

損害保険コンサルタント

孚

寺級種別代理店

有限会社

代表取締役

互恵商事
新　海　治　夫(昭和37年生)

ＴＥＬ ０５５-２３２-８５８６

ＦＡＸ ０５５-２３３-９７２７

雨西プラザ出店募集甲丿削几石田4-2-1

管理会社

契約代理人

東||』梨郡春日居町細目2(M

{fOｸﾞﾚｰ-スライフ大柴

TEI.:{1553(26M720 FAX:0553(26)4620

甲府市中央一丁目16青柳ビJし301

弁I揚ｈ鶴ｍ和雄

TEL:0551232禰om FAX:055(233)5190

総合管理甲府巾川田町アリア203

　　　　　　　(株)ｸﾞﾛｰﾌﾞﾗｲﾄ総合研究所
　　　　　　　公認会計士藤原洋(昭和37年卒)

　　　　　施i{代表取締役樋泉嫡志(昭和37年卒)

叔)甲府中学･甲府一高東京同窓会

ﾑS＆
CI企画･会社案内･商品ｶﾀﾛづ･･ﾎﾟｽﾀｰ･新聞･雑詰等企画制作

機式会社アサ・アドバタイジング

〒107-0061東京都港区北青山3-5-11高桑ビル514

TEL03-3･103-3961(代)FAX03-3403-4089

　　　　　F-mail:asa＠dd.iij4u.o｢･｣p

どー

人の数だけ､夢の数だけ、

．　　　　　素敵な未棄に……

Ｗ

--

.､

幽d

/:･.'..･‾7'･¨'-ヽ､こ｀4r‾　.

-･

ふ 〃 ⇔
　 一

メ’

○
エレクトロニクス技術商社

高千穂交易株式会社

ＴＡＫＡＣＨＩＨＯＫＯＨＥＫＩＣＯ．,１ＪＤ．

常務取締役今福　邦彦(37年卒ヽ

電f事業部長　山本　茂 削年卒･

本社：東京都新宿区四谷1-2-S

TEL : 03-3355-111Hftl

１９



～東武･日比谷沿線に展開して20年～
～分譲住宅､一般建築､不動産仲介～

　　　　　　　　　…タウンズ･ア礼．

　　　　蔵式｀鳶ｰへ東武住宅

　　　　　　代表取締役社長　堀田　勇(昭和37年卒業)

電話　0489-43-8881(代)干340-0053　埼玉県草加市旭町5-6-5

r●.

1,●NTER(ROSSCQ,じ｢[l

　　　株式会社インタークロス

商業ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ　　　;苛苛区大塚3-6-1

　　　　　　　　　ご回1:昌:昌

　　　　代表取締役

　　　飯島勇二(昭和37年度卒)

上木･建築基礎工事用各種調整剤の製造･販売

　　汚濁水･廃泥水･汚泥･浚渫土･ﾍﾄﾞﾛ･

建設発生土等の処理剤､土質改良材の製造･販売

　(株)テルナイト

　代表取締役社長　河内　三郎(昭和27年卒)

　干151-0072　東京都渋谷区幡ケ谷1-7-5

　TEL 03-3377-9321　FAX 03-3320-8961

キーテレホンシステム/PBXシステム/パーソナルコンピュータ/POSシステム/通報装置
　　　開発､製造､販売､保守サービスを行っている情報通信会社ですふ

　　　　　Mts･ds

　　　　　日通工株式§U:

　　　　　〒101-8532　東京都千代田区神田司町2-3

　　　　　　　　　　　　　　昭和37年卒　山本　昌

皆様のシステムを介護します！

　　　　システム設計･構築

　　　　ソフトウェアの開発､ご相談､技術支援

　　　　OA器機関連の販売、

　　　　=1ンピュータに関する商品全般を承ります、　PFS株式会社ピ-一二Zごフシヌデ∠･

　　　　何でもご相談ください。　　　　　　　　　　〒130.0026　東京都墨田区両国2-18-11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL03(5600)5581(代)FAX03(5600)5584

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL http://www.pfs.co.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail sysinfo＠pfs.co.jp

20



フ
コ
ク
生
命
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
‥
上
川
隆
也

勁
¬ ＝

－ 一 一

~ ４

ミ あなたの
幸せに、
とことんとん。

悩七
じ鰍ｻ

Ｘ

ミ

〒100-0011東京都千代田区内幸町2-2-2 TEL 03-3508-1101 （大代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.fukoku-life.co.jp

多宝産業株式会社

代表取締役丹浮腰
　(昭和訂年卒)

〒350－0442埼玉県入間郡毛呂山町前久保650－17

TEL.0492-94-7177 FAX.0492-94-9175携帯090-3426-0182

株式会社丸十特殊土木

ぴ

ら媛画:）
代表取締役小泉純

本　Mﾐ　千値呪八千代市八千代台東1－40－7

　　　　TEL.0474(85)3451(代)

　　　　FAX.0474(85)3183

ATLSystems
代表取締役　内　藤　治　生（S41年卒業）

株式会社エーヲず一エルシスヲａズ

〒400-0858山梨県甲府市相生1-4-23日本火災ピル１階

　　　　TEL:055-220-6456　FAX:055-220-6458

　　　　URT.:http://www.atl-systems.co.jp/

21



a

41111J福気4

　　　　和戸通り・甲府市東部市民センター前
　　甲府市和戸町こ2‾で

lt

TEL･7557でｽﾌ

1

1で

安全をモットーに

　　　電気を供給しています，

　　　　　日本原子力発電株式会社

　　　　　取締役社長　鷲見　禎彦

　　　　　　医療法人　小宮山会

小宮山外科医院;;晶‰二昌低回雪几
。。｡｡｡｡

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　整形外科・リハヒリテーシｊン・眼科

貢川整形外科病院晶晶雪ﾕ腎:雷‰謔昌昌雪詣旨

東芝電送株式会社

　　　代表取締役　三　枝　靖　夫

二言広言ごご昌言ご

株式会社　岡村製作所

　　　　首都圏営業部東京西支社　　港区赤坂　6-1-20　国際新赤坂ビル西館10F

　　　　　　　　　　官公庁部　　TEL.03(5561)4031　FAX.03(5561)4020

　　　　　　　　　甲府営業所　　甲府市相生　1-2-31　甲府大同生命ビル3階
　　　　　　　　　　　　　　　TEL055(225)1911 FAX.055(225)1913
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不動産企画コンサルタント

」＿
旦

株式会社

地企 画

　　　　　　住所　甲府市富士見１-２-１３

ＴＥＬ(０５５)２５４･５５００　ＦＡＸ(０５５)２５４-５５０１

　　曳くなＪ

干406-0015　山梨県東山梨郡春日居町鎖目２２０

　　　　　　ＴＥＬ：０５５３(２６)３１１７

　　　　　　ＦＡＸ：０５５３(２６)３１２０

ｉ
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東京會舘ｵﾝﾗｲﾝｽﾄｱ〈ｽｳｨｰﾄﾌﾟﾗｻﾞ〉ｵｰﾌﾟﾝ/
ホームページから､おいしい東京會舘をお届け。

24時間受付ＯＫ

http://www.kaikan.co.jｐ／ｓｈｏｐ

オフィスから、ご自宅から、外出先から、24時間

いつでもご注文いただけ、日本全国ヘスムーズに

お届けいたします。200D年のチャレンジのひとつ

にインターネットショッピングの便利さと楽しさ

を、体験してみませんか？

笠井莞爾(昭和33年卒)

東栄書§官

北海道から沖縄まで300店鋪でご利用いただける

全国百貨店共通商品券
全国の百貨店で発売申!北海道から沖縄まで３【】○店でごil』用いただける商品券です｡【１,ﾛ○○円券のみ】

　　詳しくは商品券売り埋でおたずねください。こ!利用店一覧をご用意させていただいております。

大井諏 遠松岡ハ

鉄
．
ｎ
貨

訪
丸 木

和上光 店菱島橋

近
鉄
百
貨
店

さ
い
か
屋

丸
広
百
貨
店

上
野
百
貨
店

水
戸
京
成
．
白
貨
店

三松松阪

　　　　急
　坂　百

　　　　貨

越屋屋店

東

武

百

貨

店

東

急

百

貨

店

高大そ西

島

武
百
貨

　
ご

屋丸う店

24

伊
　
勢
　
丹

小
田
急
ほ
貨
店

京
王
．
白
貨
店

千代田区丸の内3-2-1

�(03)3215-21n

－
一
一
’

日
寡
・
申
の
百
貨
・
砺
で

使
え
る
便
利
な
舞
晶
券
、

馨OKA」 Vﾚﾍ
甲府市丸の内1-21-15雷話055-2S2-2111



｜

久保田二雄絵画教室
久保田二雄

(昭和37年卒)

区療法人共市会介護老人保健施設　ＮＡＣ湯村
　Ｎｕｒｓｉｎｇ Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ　Ｃａｒｅ

～あたたかな介護、自立へのお手伝い～

地域の介護が必要な高齢者を支援していく機関として､利用者

個人の必要に応じケアプランを策定し､家庭にいるような心地よい

雰囲気の中で医学的管理のもと看護､介護､リハビリ､レクレーションを

行い、家庭復帰・自立支援のためのお手伝いをいたします｡

＜サービスの種類＞
◇ロングステイ（長期入所サービス）

◇ショートステイ（短期入所療養介護）

◇デイ・ケア（通所リハビリテーション）

※県外居住者もロングステイは利用できます

施設艮輿石詔三

　　(昭和37年卒)

〒400-0073　山梨県甲府市湯村３丁目15番13号

　　　　　TEL055〔253〕2200 FAX055(253)2203

　　　　　E-mail;yumura79＠beige.ocn.ne･jp
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　　株式会社　エス・ジー

　業務内容１通信ｼｽﾃﾑ開発

7でﾌ

ﾀ

二

卜

::

ｻｰﾋﾞｽ3Posｼｽﾃﾑ開発等

　　〒105ご昆昌訂禁昌詔昌跡4

　　冒庭圖�囚圖腿一議�謳

ﾚ亙丿却一

（。）

歌題曲

（月刊）

　　　　嘩●li･1●S!4－ a　　昌司郎東回）
m

（月刊）w

15右:1緊J

（隔月刊）昌昌也（昭和35年卒）

/.aJ･･ゝ－1･－　.　t-.･.■〒102-8620東京都千代田区平河町1-8-3　　　ZS;曼朗（昭和46年卒）

V171iノノフ‾４ツソtL TEL o3-3234-20ol FAX 03.3234.64o6 HP htt9://www.boutique,sha.co.jp

入居者募集定員50名

　　デイサービスセンター併設

　　　　　　石和温泉駅前に開設

　　徒歩4大学｣ｽｰパーや町役場､銀行や病院など日々の倅らしに
　　　　　分温海な砿没が近くにあり便利に生活することができます．

　　　　　　ケアハウス・デイサービスセンター

　　名　　称・｢エレガローザ･イサワ｣

　　所在地・山梨県東ハ代郡石和町松本262番地

　　設置主体■社会福祉法人　恵友会

施設規模･内容・鉄筋６階建､冷暖房､エレベーター､スプリンクラー､トイレ、

　　　　　　　ミニキッチン､展望風呂､ナースコール(全室完備)

　　理事長■小田切　常雄(昭抑7年卒)

什ユリ･ﾄＪ天恵友会ケァハウス　ヱレガローザ･イサワ

　　　　　干406-0021　山梨県東ハ代郡石和町松本262

　TEL 055-261-2103　　FAX　055-262-2251
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Sindbad for the 21 st.century

藤原公認会計士･税理士事務所

本　　　部　〒400-0811　山梨県甲府市川田町アリア203

　　　　　TEL(055)220-1770　FAX(055)220-1774

　　　　　附和公認会計士共同事務所山梨事務所

東京事務所　〒166-0011　東京都杉並区梅里一丁目6-12ﾘｰﾗ新高円寺307
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